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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年3月6日(2008.3.6)

【公開番号】特開2002-273710(P2002-273710A)
【公開日】平成14年9月25日(2002.9.25)
【出願番号】特願2001-80302(P2001-80302)
【国際特許分類】
   Ｂ２７Ｌ   5/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２７Ｌ   5/08    　　　Ｅ
   Ｂ２７Ｌ   5/08    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月17日(2008.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
しかしながら、該屑切断装置に後続する堆積装置、乾燥装置や連続単板を取扱う取扱い手
段及びベニヤレースが夫々運転可能であるにも拘わらず、上剥き単板を取扱う屑切断装置
のみが取扱い不能になったことにより全体の運転を停止させる必要があり、ベニヤレース
による原木の切削効率や単板の取扱い効率が著しく低下していた。
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